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連
合
島
根
と
東
部
地
域
協
議
会
は
、

１
月
18
日
（
木
）
に
ホ
テ
ル
白
鳥
「
鳳

凰
の
間
」
に
お
い
て
、
信
頼
と
連
帯
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
連
合
島
根
２

０
２
４
新
春
旗
開
き
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
従
来
の
か
た
ち
に
戻
し
、

来
賓
を
は
じ
め
多
く
の
仲
間
が
結
集
し

ま
し
た
。 

 

始
め
に
連
合
島
根 

成
相
会
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
、
北
野
眞
一

連
合
本
部
副
事
務
局
長
、
上
定
昭
仁
松

江
市
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
原
市
島
根
県
労
働
委
員

会
会
長
の
乾
杯
で
宴
が
始
ま
り
、
途
中
、

亀
井
亜
紀
子
予
定
候
補
者
か
ら
決
意
表

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
門
脇

東
部
地
協
議
長
の
一
丁
締
め
で
宴
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
会
場
に
て
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
救
援
カ
ン
パ
」
を
実
施
し
、

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

各
構
成
組
織
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新

し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 



 

東
部
地
協
内
、
松
江
地
区
会
議
は
2
月
18
日
（
日
）
、
隠
岐
地
区
会
議
は
３
月

１
日
（
金
）
に
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
松
江
地
区

に
お
い
て
は
、
連
合
島
根 
青
木
副
事
務
局
長
を
お
招
き
し
、
「
２
０
２
４
春
季
生

活
闘
争
の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
竹
島
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
!!
」
と
題
し
、
竹
島
資
料
室
か
ら
小
室
僚
様
を
お
招

き
し
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
隠
岐
地
区
に
つ
い
て
は
、
リ
モ
ー

ト
で
繋
ぎ
、
春
闘
の
課
題
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
連
合
島
根 

黒
目
副
事
務
局
長

（
東
部
地
協
事
務
局
長
）
か
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

隠岐地区 

松江地区 

松江地区会議青年委員会第３３回定期総会 

 

松
江
地
区
青
年
委
員
会
は
３
月
６
日
（
水
）
に
労
働
会
館
に
お
い
て
、

第
33
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
代
議
員
・
傍
聴
者
あ
わ
せ
て
30
名
の
出
席
の
も
と
、
２
０
２

３
年
度
の
活
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
４
年
度
活
動
方
針
及
び

２
０
２
４
～
２
０
２
５
年
度
役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
最
後
に
新
委

員
長
の
陣
内
さ
ん
（
電
力
総
連
）
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。 

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
研
修
会 


